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図 表 一 覧

図0-1「 中廊 下型」住宅様 式 ・ 「居 間 中心 型」住宅様式 の成 立と両様 式 の融 合

木村 徳國 日本近 代都 市独 立住 宅様 式の成 立と展 開 に関す る史的 研究(1959)よ り1'}成

表2-1住 生活 関連 記 事 の 内容 の 分 類

図2-1住 生 活 関連 記 事 に 占 め る内 容 別 頁 数 の割 合

表3-1明 治 時 代 か ら昭 和 時 代 初 期 の住 宅 改 善 の動 向

図3-1後 閑 菊 野 常見育男 家政学成立史 光ノt三館(1971)

図3-2大 江 ス ミ 大濱徹也 大江スミ先生 東京家政学院光塩会

図3-3大 江 ス ミ 普通 の 住 宅 の 間 取 と 農 家 及 び町 家 の間取

横ILI光 子 復 刻 応 用 家 事 教 科 書 」一・ ド 第 一一書 房(1982)

図3-4井 一ヒ 秀 常見育男 家政学成立史 光生館(1971)

図3-5井L秀 子 最 新 家 事提 要掲 載 の 住 宅 平面 図 井一L秀予 最新家「1醍要 文光ネi(1928)

図3-6井 上 秀 子 家 庭 管 理 法 掲 載 の 住 宅 平 面 図 井上秀了 家庭管Pl{法 誠如},(1928)

図4-1大 熊 喜 邦 平和 博覧 会 に 出 品 さ るべ き作 品(1922)

図4-2同 潤 会 江 占田分 譲 住 宅4号(1934)

図4-3『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 小 さな西 洋館(1923)

図4-4設 計 者 の種 類 別 住 宅 規 模 の 分 布

図4-5経 年 別 ・設 計 者 の種 類 別 住 宅 規 模

表4一 ユ 設 計 者 の種 類 別 方位 記 号 の 記 入状 況

図4-6年 中 四 方 に 日光 を受 げ る家(『 婦 人之 友 』 誌1914.4.)

図4-7軸 が傾 斜 して い る住 宅 の平 面 図 例

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 九(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 問 取 圖 其 十 五(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 問 取 圖 其 卜六(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 暖 か さ うな小 洋 館(1921)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 趣 味 の家 落 合村に建て られた野 口幽 香f女 史 の隠 棲(1922)

『婦 人 之 友 』 誌 読 者 理 想 と實 際 の 小 住 宅 小 さな折 衷 式 の家(1922)

『婦 人 之友 』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 洋 風 住 宅 の私 案(1923)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 南澤 に建 った 小 脇 氏 の家(1928)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 理 想 の我 が 家 経 濟 能 率 簡 易(1933)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 理 想 の我 が家 二 十坪 半の小 住 宅(1933)

図4-8簡 易 な住 宅 の平 面 図例

設 計 者 不詳 た った 二 室 の 西 洋 館 二室 の家(1914)

ヴ ォ リス 文 化 的 九 尺 二 間(1922)

『婦 人 之友 』 誌 読 者 理 想 と實 際 の小 住 宅 私 の設計 しつつある一間 の家(1922)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 理 想 と實 際 の小 住 宅

設 計 簡 易 生活 か ら出獲 した 一 間 の家(1922)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 理 想 の我 が 家 最 小 限度 十一 坪 半 の家(1933)

土 浦 亀城 夫 婦 共 同設 計 の 明 るい無 駄 の ない家(1932)
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図4-9和 洋折 衷 小 住 宅 の 設 計 を批 判 して の(読 者 案)と 徳 永 庸 の(修 正 案)

『婦 人之 友』 誌 読 者 和 洋 折 衷 小住 宅 の 設 計 を批 判 して(読 者 案)(1926)

徳 永 庸 和 洋 折 衷 小 住 宅 の 設 計 を批 判 して(修 正案)(1926)

図4-101三 婦室 を もつ住 宅 の 平 面 図例

『婦 人之 友』 誌 読 者 子供 本 位 に建 て られ た家(1912)

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 問 取 圖 其 六(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 間 取 圖 其i`三(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 長四(1914)

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 間取 圖 其 トヒ(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 卜八(1914)

『婦 人之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が欲 しい か 翻 訳 され た家(1921)

『婦 人之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が欲 しい か 家 族 本 位 の 簡 易住 宅(1921)

『婦 人之 友』 誌 読 者 理 想 と實 際 の 小 住 宅 狭 い豪 所 と別 荘 案(1922)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 宅建 築 問 答 亜 鉛 葺 屋 根 の住 宅(1923)

木檜 恕 一 小 住 宅 の間 取 と寝 室 の新 しい設 備(1924)

設 計 者不詳 住 宅 新 築 の参 考 内 容 を 主 と した 西 洋館(1919)

設 計 者不詳 鷹 接 問 は ゴチ ック式 食堂 は純 ア メ リカ式 二階 は

オ ラ ソ ダ式 の家(1925)

図4-11fど も部屋 に関 す る記 述

図4-12台 所 の 平面図 例

図4～13台 所 と同室 の 食 整1}:室を もつ住 宅 の'F面 図 の例

簡 易ノヒ活 か ら割 り出 した住 宅(三 角 錫 子 邸)(1916)

設,{屠 不詳 九 百 丘 卜圓 で 出來 た家(1928)

表5--1「 食堂 」 ・ 「食 事室 」 と 「茶 の間 」 の オ リエ ソテー シ ョ ソの経 年 変 化

(設1汁者 の種 類 別)

図5-1北 面 「茶 の間 」 を もつ住 宅 の 平 面 図 例

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 一三(1914)

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 四(1914)

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 問 取 圖1其 卜 《1914)

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 小 住 宅 の建 築 費(1923)

図5-2縁 側 を 多川 してrl照 を得 よ うと した住 宅 の'F面 図 例

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其1'一(1914)

図5-3軸 を45度 振 る こ とに よ って 日照 を得 よ うと した住 宅 の'F而 図例

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其1-(1914)

図5-4二 階 建 て にす る こ と に よ って 日照 を得 よ うと した住 宅 の 平 面 図 例

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 長 ヒ(1914)

図5-5接 客 空 間 と並 んで 南 面 に と られ た 食 事空 問 を もつ住 宅 平 面 図例

『婦 人 之 友』 誌 読 者 理 想 と實 際 の小 住 宅 惣 本家 と して の隠 宅(1922)

表5-2接 客 空 問 の オ リエ ソテー シ ョソの経 年 変 化(設 計 者 の種 類 別)

図5-6北 面接 客 空 間 を もつ住 宅 平 面 図例

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 ヒ(1914)
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『婦 人 之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 翻 訳 され た家(1921)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 家 族 本位 の簡 易住 宅(1921)

『婦 人 之 友 』 誌 読 者1・1∫ん な住 宅 が 欲 しい か ～ 私 の 望 んで 居 る住 宅(1921)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 小 住 宅 の建 築 費(1923)

『婦 人 之 友 』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 家 族 本位 の家(1923)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 素 人 の 工 夫を生 か した家

南澤 に建 った 中 村 貢氏 の家(1932)

図5-7六 角 形 の豪 所

図5-8冷 蔵 器

図5-9南 面 台 所 を もつ 『婦 人之 友』 誌 読 者 が 設 計 した住 宅 ・1ノ面 図 例

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の 間 取 圖 其=(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の間 取 圖 其 六(1914)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が欲 しい か 翻 訳 され た家(1921)

『婦 人 之 友』 誌 読者 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 家 族 本位 の簡 易住 宅(1921)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 理 想 と實 際 の小 住 宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家(1922)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 夏期 だ け の 簡 易 な 別 荘(1923)

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 家 族 本 位 の家(1923)

表6-1通 り抜 け る部屋 の 有 無 と通 り抜 け を避 け るた め の 手だ て の状 況 の経 年 変 化

(設 計 者の種 類 別)

表6-2接 客 空 間 の 有 無 と位 置 の経 年 変 化(設 計 者の 種 類 別)

図6-1通 り抜 け の 「居 間 」 を もつ住 宅 の 平 面 図 例

遠 藤 新 二 十二 坪 の住 居(r{邸)(1931)

図6-2専 川 の接 客 空 間 を もつ住 宅 平面 図 例

『婦 人 之 友 』 誌 読 者 素 人 の 一1.夫を生 か した 家(1932)

図6-3通 り抜 け の 「洋 室 」 も もつ が家 族 川 の 玄 関 も もつ住 宅'r面 図

『婦 人 之 友』 誌 読 者 住 宅 建 築 問 答 郊 外 の 川園 住宅(1923)

図6-4玄 関 を接 客 の空 問 に活 用 した住 宅 の'F面 図

『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の問取 圃 其 卜四(1914)

図6-5玄 関 と内玄 関 とを処 理 して 客 と家 族 の動 線 を分 離 して い る住 宅 の'ド面 図

『婦 人 之 友』 誌 読 者lf八 坪 の地 面 へ便 利 で 器川 な家(1917)

図6-6玄 関 を4室 へ の 分 岐 点 と して い る住 宅 の'F面 図

『婦 人之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が欲 しい か 小 ち ん ま りと片 づ い た家(1921)

図6-7玄 関 の 中 央 を ド駄 箱 兼 花 台 で仕 切 り家 人川 の 出 人 りlIを とっている住 宅の'1舶i図

『婦 人 之 友 』 誌 読 者 住 宅建 築 問 答 家 族 本位 の家(1923)

図7-1各 室 の 機 能 と起 居 様 式(年 別,設 計 者の種 類 別)

図7～2遠 藤 新 住 宅 小 品15種 一文字 の家 安 成 氏 の家(1924)

図7-3遠 藤 新 『新 しい 木綿 の 浴 衣』 の家(羽 仁 家)(1929)

図7-4遠 藤 新7三 四 千 圓 で 出來 る小 住 宅 設 計1王1崎 貞 彦氏 の 設 計 圖(1927)

図7-5遠 藤 新 三PL「「圓 で 出來 る小住 宅 設 計 高 橋 泰氏 の住 宅 設 計 圖(1927)

図7-6大 内 章正 砧 村 に建 て た私 た ちの家(ら い て う)(ユ927)

表7-1〈 和 室 住 宅 〉,〈 混 在住 宅 〉,〈 洋室 住 宅 〉 の経 年 変 化(設 計 者の種 類 別)

表7-2だ ん らん空 間 の和 洋 の経 年 変化(設 計 者 の種 類 別)

表7-3接 客 空 間 の和 洋 の経 年 変 化(設 計 者 の種 類 別)

表7-4私 室 空 間 の 和 洋 の経 年 変 化(設 計 者 の種 類 別)
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居 住地階層 と住環境観1居 住 者構成 家政学研究 昭和46年6月 共薯

第18巻 第1号

居住地階層 と住環境観II住 ∫漿境観 家政学研究 昭和46年6刀 共 著
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1921年 か ら1934年 の 『婦 人之 友 』 誌 掲 載 住 宅 プ ラ ソ 家 政 学 研 究 昭 和57年3月 共 著
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一だ ん らん室 の使 い 方 と子 ど もの 自立 一 第13巻 第2号

男 女共 学 家 庭 科 に お け る住 居 領 域 教 材 の 基礎 的 研 究 大分人学教育学部研究紀要'iλ 成3年10月ll4著
一企 業 や マ ス コ ミが 高校 生 に お よぼ す 影 響 一 第13巻 第2号

日田市近 郊 農 家 の だ ん らん室 の使 い 方 大 分 大学 教 育学 部 杓 戊4年7月 単 著

「日川 ・玖 珠 地 域 一

自然 ・社 会 ・教 育 」

大IIIデモクラシー期の 『婦人之友』誌にみる住生活改善(第1報)11本 家 政 学 会誌 ・1・成4イ112月 単 漕

『婦人之友』誌 の特徴 と住 生活関連 記事の経 年的動 向 第43巻 第12号1

大正デモクラシー期の 『婦人之友』誌にみる住生活改善(第2報)日 本 家 政 学 会誌'1!成5で14月 単 箸

家 族 本 位 志 向 とオ リエ ンテー シ ョ ソ 第44巻 第4号

大 分 県 の 中学 校 に お げ る住 生活 教 育 の実 態 と 人分メごγ教 育学部研究紀要'r成5年10月 単 著

これ か らの課 題 第15巻 第2号

男 女共 学 の家 庭 科 の授 業 に み る学 習効 果 日本家 庭 科 教 育学 会誌 、F成5年12刀 単 著
一大分県 ・中学 生の場 合 一(策 一報)家 庭 生活観 ・家庭科観 第36巻3号

男 女共学 の家 庭 科 の授 業 に み る学 習 効 果 日本 家 庭 科 教 育学 会誌'1え 成5年12刀 単 著
一大 分 県 ・中学 生 の場 合 一(第 二 報)第36巻3号

食生 活 ・衣 生 活 に関 す る知 識 ・技 能 の定 着 に つ い て

大正 デモ クラシー期 の 『婦 人之友』 誌 にみ る住 生活改 善 日本建築学会訥 由i系論文集'iム 成6年7月 単 箸

家 族 の 日常 生 活 空 間 と接 客 空 間 の ク}離に つ いて 第461号

1947年 か ら1957年 の中学校家庭科 の教科 書にみ る家庭生活 日本 家 庭 科 教 育学 会誌'F成6年8月 単 箸

(第1報)家 族 関 係 ・家 庭 生 活 像 ・女 性 の 生 きノ∫ 第37巻2号
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第37巻2号
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